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公 募 研 究 課 題 名：「持続可能な農林水産業推進とフードテック等の振興に対応

した未来の食品安全プロジェクトのうち、食用昆虫中の有害
物質のデータベース化、管理手法の確立」 

 
１ 研究実施期間：令和５年度～令和９年度（５年間） 
 
２ 予算規模：１８，０００千円（令和５年度） 
 
３ 代表機関・研究総括者 

国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 食品研究部門 
稲津 康弘 

 
４ 研究開発の目的・達成目標 

代表的な食用昆虫であるコオロギを対象として、リスク管理の側面から特に重要と考え
られるハザードの存在量や動態を明らかにするとともに、リスク低減のための技術を開発
する。 

 
５ 研究開発の内容および実施体制 

①  食用コオロギおよびその飼育環境の実態把握 
食用コオロギおよびその飼育環境の衛生管理状態等を把握するために現地調査およ

び細菌検査を行う。 
（農研機構） 

 
②  餌からコオロギへのハザードの移行可能性の検証 

餌に含まれる各種ハザードがコオロギに移行する可能性を検証する。 
（東京農工大学、東京農業大学、農研機構） 

 
 ③ 加工工程における交差接触対策技術の開発 

製造環境における交差接触源を迅速に特定するため、コオロギ由来タンパクの簡易
検出法を開発する。また、製造環境における交差接触低減のための適切な洗浄法を作
出する。 

（株式会社グリラス、農研機構） 
 

 ④ アレルゲン分解によるリスク低減手法の開発 
発酵や加水分解処理を用いた、アレルゲン低減に有効なコオロギ加工技術を開発す

る。 
（長浜バイオ大学、長崎県立工業技術センター） 

 
６ 研究開発された成果の取扱い 

研究成果は農林水産省のリスク管理または関連業界の自主衛生管理に利用する。特
許性を有する新規技術が開発された場合は、委託機関とも協議を行った上で、開発を担
当した機関で共同出願をはかる。 

 
 
 

【連絡先：農研機構食品研究部門 029-838-7971】 

＜研究概要様式＞ 
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